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答 申  第  ２  号       

平成１６年８月１９日 

 

 

 宝 塚 市 教 育 委 員 会  様  

                                      

 

宝 塚 市 個 人 情 報 保 護・情 報 公 開 審 査 会  

                 会 長   平  松   毅  

 

 

宝 塚 市 情 報 公 開 条 例 第 １ ５ 条 に 基 づ く 諮 問 に つ い て （ 答 申 ）  

 

 

  平 成 １ ６ 年 ５ 月 ６ 日 付 け 宝 塚 市 教 育 委 員 会 諮 問 第 １ 号 に よ り

諮 問 を 受 け た 「 宝 塚 市 立 学 校 の 平 成 １ ４ 年 度 卒 業 式 及 び 平 成 １ ５ 年

度 入 学 式 に お け る 国 旗 国 歌 の 取 り 扱 い に 係 る 県 へ の 報 告 の 元 に な っ た

市 教 委 の 調 査 資 料 一 式 」 の 情 報 公 開 請 求 に 対 す る 情 報 不 存 在 決 定 に 係

る 異 議 申 立 て に つ い て 、 当 審 査 会 は 慎 重 に 審 査 し た 結 果 、 次 の と お り

答 申 し ま す 。  
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１  審 査 会 の 結 論  

宝 塚 市 教 育 委 員 会 （ 以 下 「 実 施 機 関 」 と い う 。） が 行 っ た 「 宝 塚

市 立 学 校 の 平 成 １ ４ 年 度 卒 業 式 及 び 平 成 １ ５ 年 度 入 学 式 に お け る

国 旗 国 歌 の 取 扱 い に 係 る 県 へ の 報 告 の 元 に な っ た 市 教 委 の 調 査 資

料 一 式 」（ 以 下 「 本 件 文 書 」 と い う 。） に つ き 、 情 報 不 存 在 と し た 決

定 （ 以 下 「 本 件 決 定 」 と い う 。） は 、 妥 当 で あ る 。  

 

２  異 議 申 立 人 の 主 張  

 (１ ) 異 議 申 立 て の 趣 旨  

本 件 異 議 申 立 て は 、実 施 機 関 が 行 っ た 本 件 決 定 を 異 議 申 立 人

（ 以 下 「 申 立 人 」 と い う 。） が 不 服 と し て 、 本 件 文 書 の 存 在 の

確 認 及 び そ の 公 開 を 求 め る も の で あ る 。  

 (２ )  異 議 申 立 て の 理 由  

    申 立 人 が 異 議 申 立 書 及 び 口 頭 に よ る 意 見 の 陳 述 で 主 張 し て い

る 異 議 申 立 て の 理 由 を 要 約 す る と 、 次 の と お り で あ る 。  

ア  平 成 １ ４ 年 度 の 入 学 式 ま で は 、実 施 機 関 が 国 旗 国 歌 の 取 扱 い

に つ い て 独 自 に 集 計 し て 、集 計 表 と し て ま と め 、県 教 育 委 員 会

（ 以 下 「 県 教 委 」 と い う 。） に 国 旗 掲 揚 の 有 無 、 国 歌 斉 唱 の 有

無 に つ き 口 頭 報 告 を 行 っ て き た 。そ の 集 計 表 の 内 容 は 、各 学 校

ご と に 、国 旗 に つ い て は ポ ー ル へ の 掲 揚 状 況 、国 歌 に つ い て は 、

式 次 第 の 記 載 の 状 況 、 演 奏 方 法 、 演 奏 時 期 、 保 護 者 ・ 教 職 員 ・

児 童 の 斉 唱 状 況 、司 会 者 の 各 項 目 を 一 覧 表 に ま と め た も の （ 以

下 「 集 計 表 」 と い う 。） で あ る 。  

イ  平 成 １ ４ 年 度 の 卒 業 式 か ら は 、県 教 委 が 文 書 で の 報 告 を 求 め

る よ う に な っ た が 、国 歌 を 斉 唱 し た か し な い か の 判 定 は 微 妙 な

も の も あ り 、そ の 状 況 も あ わ せ て 校 長 又 は 教 頭 か ら 報 告 を 受 け

て い る と 思 わ れ る 。  

ウ  宝 塚 市 内 に は 、 小 学 校 、 中 学 校 、 養 護 学 校 合 わ せ て ３ ７ 校 あ

る が 、実 施 機 関 の 担 当 者 が 文 書 に ま と め ず に 、県 教 委 へ 報 告 を

上 げ る と は 考 え ら れ な い 。現 在 も そ の 集 計 表 を 作 成 し て い る は

ず で あ る 。  

エ  集 計 表 を 作 成 し て い な い な ら ば 、引 き 続 き 作 成 し て も ら い た

い 。  

 

３  実 施 機 関 の 説 明  

  実 施 機 関 の 情 報 不 存 在 決 定 理 由 説 明 書 及 び 口 頭 に よ る 説 明 は 、 次

の と お り で あ る 。  

(１ ) 平 成 １ ４ 年 度 卒 業 式 か ら 県 教 委 へ の 報 告 が 、口 頭 報 告 か ら 文

書 報 告 に 変 更 と な っ た こ と を 受 け 、平 成 １ ４ 年 度 入 学 式 ま で 口
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頭 報 告 を す る た め に 作 成 し て い た 申 立 人 が 主 張 す る 集 計 表 の

作 成 は 廃 止 し た 。  

 (２ ) 平 成 １ ４ 年 度 卒 業 式 の 国 旗 国 歌 の 取 扱 い 状 況 に つ い て の 調 査

方 法 は 、 県 教 委 へ の 報 告 様 式 を コ ピ ー し た 用 紙 に 、 実 施 機 関 の

担 当 者 が 卒 業 式 終 了 後 、 校 長 又 は 教 頭 に 電 話 で 問 い 合 わ せ し 、

口 頭 で 確 認 し た 内 容 を 該 当 項 目 別 に 学 校 名 を 記 入 す る 方 法 で 下

書 き し た の ち 、 提 出 用 報 告 用 紙 に 清 書 す る 方 法 で 行 っ た 。  

    県 教 委 へ 報 告 す る 意 思 決 定 を 行 う た め の 決 裁 を 起 案 し た 際 、

報 告 様 式 を コ ピ ー し た 集 計 用 の 下 書 き 用 紙 と 清 書 し た 報 告 用 紙

と の 内 容 点 検 を 行 い 、 下 書 き に 使 用 し た 用 紙 は 、 直 ち に 廃 棄 し

た の で 調 査 資 料 と し て 保 管 し て い る も の は な い 。  

(３ )  平 成 １ ５ 年 度 入 学 式 に お け る 国 旗 国 歌 の 取 扱 い に 関 す る 調

査 に つ い て も 平 成 １ ４ 年 度 卒 業 式 と 同 様 の 調 査 方 法 を と っ た

の で 、 下 書 き 用 紙 は 廃 棄 し て 保 管 し て い な い 。   

(４ ) 以 上 の と お り で あ る か ら 、 本 件 文 書 は 不 存 在 で あ る 。  

 

４  審 査 会 の 判 断  

（ １ ）  本 件 文 書 の 存 否 に つ い て  

    平 成 １ ４ 年 度 の 入 学 式 ま で は 、 宝 塚 市 立 学 校 の 卒 業 式 及 び 入

学 式 の 国 旗 国 歌 の 取 扱 い に つ い て の 状 況 は 、 実 施 機 関 の 担 当 者

が 各 学 校 の 校 長 又 は 教 頭 に 電 話 で 問 い 合 わ せ て 調 査 し 、 そ の 調

査 結 果 を 集 計 表 に ま と め 、 そ れ を 元 に 県 教 委 に 口 頭 報 告 を 行 っ

て い た こ と が 認 め ら れ る 。  

平 成 １ ４ 年 度 の 卒 業 式 か ら は 、県 教 委 が 報 告 方 式 を 口 頭 報 告

か ら 文 書 報 告 に 変 更 し 報 告 様 式 を 指 定 し た た め 、実 施 機 関 は そ

の 報 告 様 式 で 回 答 す る の に 必 要 な 項 目 の み の 調 査 に 調 査 項 目

を 変 更 し た こ と が 認 め ら れ る 。  

当 審 査 会 が 事 務 局 職 員 を し て 調 査 し た と こ ろ 、県 教 委 へ の 報

告 に 関 す る 決 裁 書 に は 、申 立 人 が 言 う 集 計 表 の 添 付 は な く 、実

施 機 関 の 担 当 者 が 一 時 的 に 作 成 し た 集 計 用 下 書 き 用 紙 の 存 在

も 確 認 で き な か っ た 。  

以 上 の と お り 、 本 件 文 書 は 存 在 し な い こ と が 認 め ら れ た 。  

（ ２ ）  本 件 文 書 の 作 成 義 務 に つ い て  

平 成 １ ４ 年 度 の 入 学 式 ま で 作 成 し て い た 集 計 表 に つ い て は 、

県 教 委 へ 口 頭 報 告 す る 際 に 県 教 委 の 担 当 者 に よ っ て は い か な

る 項 目 ま で 聞 き 取 る か わ か ら な い の で 、 相 当 詳 細 に 調 査 し て い

た こ と が 伺 え る が 、 こ の 集 計 表 を 作 成 し な け れ ば な ら な い と す

る 法 的 根 拠 は 見 当 た ら な い 。 ま た 、 平 成 １ ４ 年 度 卒 業 式 か ら 作

成 を し な く な っ た こ と に つ い て も 同 様 で あ る 。  
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県 教 委 か ら の 通 知 を 見 る と 、 指 定 の 様 式 に よ る 報 告 を 求 め る

の み で 、 そ の 他 の 文 書 や 資 料 の 提 出 は 求 め て い な い 。 ま た 、 指

定 の 様 式 に は 備 考 欄 が 設 け ら れ て い た が 、 県 教 委 か ら 備 考 欄 の

使 用 の 指 示 は な か っ た 。  

（ ３ ）  本 件 文 書 作 成 の 合 理 的 理 由 の 有 無 に つ い て  

   平 成 １ ４ 年 度 卒 業 式 か ら 県 教 委 が 指 定 し た 報 告 様 式 は 、 国 旗

掲 揚 に つ い て は 「 掲 揚 し た 」、「 掲 揚 し な か っ た 」 の ２ つ の 選 択

欄 に 、 国 歌 斉 唱 に つ い て は 、「 斉 唱 し た 」、「 メ ロ デ ィ の み 」、

「 両 方 な し 」 の ３ つ の 選 択 欄 に 、 そ れ ぞ れ 学 校 名 を 記 入 す る だ

け の 簡 単 な 内 容 に な っ て お り 、県 教 委 か ら の 通 知 を 見 る 限 り は 、

こ の 報 告 を す る た め に 集 計 表 を 作 成 し な け れ ば な ら な い 合 理

的 理 由 は な い と 考 え る 。  

（ ４ ）  実 施 機 関 の 調 査 資 料 の 管 理 に つ い て  

平 成 １ ４ 年 度 卒 業 式 か ら は 、県 教 委 が 文 書 報 告 に 変 更 し た た

め 、実 施 機 関 の 担 当 者 は 報 告 用 紙 を コ ピ ー し た 用 紙 に い っ た ん

下 書 き と し て 書 き 込 み 、報 告 用 紙 に 転 記 し た 後 は 、下 書 き 用 紙

を メ モ と 同 様 の 扱 い で 処 分 し て い る 。こ れ は 、実 施 機 関 が 各 学

校 に 文 書 で 照 会 し 各 学 校 か ら 文 書 に よ り 報 告 を 受 け て い る と

す れ ば 、報 告 書 作 成 の 元 資 料 と し て 一 定 期 間 保 存 す る こ と も 考

え ら れ る が 、担 当 者 が 電 話 照 会 に よ る 聞 き 取 り と い う 方 法 で 報

告 様 式 と 同 様 の コ ピ ー に 下 書 き し た 程 度 の も の で あ る こ と か

ら 、一 時 的 な メ モ と し て 担 当 者 が 処 分 し た と し て も 文 書 取 扱 い

の 義 務 に 違 反 す る も の で は な い 。  

 

以 上 の と お り 、 本 件 文 書 、 そ の 他 調 査 資 料 は 存 在 せ ず 、 ま た 、 存 在

し な け れ ば な ら な い と す る 理 由 も 認 め ら れ な い の で 、 実 施 機 関 の 行 っ

た 本 件 決 定 は 妥 当 で あ る 。  
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（ 別 紙 ）  

 

１  宝 塚 市 個 人 情 報 保 護 ・ 情 報 公 開 審 査 会 委 員 名 簿  

   氏   名     役    職    等   

    

 荒  川  雅  行  関 西 学 院 大 学 法 科 大 学 院 教 授（ 刑 法 ）  

  

 

  

 植  木  壽  子  弁 護 士 （ 大 阪 弁 護 士 会 ）   

  

 

  

 荏  原  明  則  

（ 会 長 代 理 ）  

関 西 学 院 大 学 大 学 院 司 法 研 究 科 教 授

（ 行 政 法 ）  

 

     

  

中  村  留  美  

 

弁 護 士 （ 兵 庫 県 弁 護 士 会 ）  

 

  

 

  

 平  松   毅  大 東 文 化 大 学 法 科 大 学 院 教 授（ 憲 法 ）  

 （ 会 長 ）  

 

  

 

 

 

２  審 査 過 程  

    日     程        内      容   

 １  平 成 １ ６ 年  ５ 月  ６ 日  諮 問   

 ２  平 成 １ ６ 年  ６ 月  ７ 日  異 議 申 立 人 に よ る 陳 述 、実 施 機

関 に よ る 非 公 開 理 由 説 明 及 び

審 査  

 

 ３  平 成 １ ６ 年  ７ 月 ２ ２ 日  審 査   

 ４  平 成 １ ６ 年  ８ 月 １ ９ 日  答 申   

 


